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富山県の一大イベントとしてア月10日から80日間にわ

たって開催されだジャパン工キスポ富山’92。連日大勢の
人出でにぎわいましたが， 8月21日は朝日町民ガ一番熱

く燃えた，，3，るさと万華鏡「朝日町の日J。

当日は430名にも上る各種イベントへの参加者を含め，

約1500名の町民の皆さんが大集合。エキスポ劇場をメイ

ンに終日， JET会場を朝白一色に染め上げました。
ご協力いだだいた皆さん，本当にありがとうございま

しだ。

をと－
.宮崎の稚児舞。かわいい
跨りに盛んな拍手が送られました。

JET’92 
ふるさと方華鏡

bLr 

・
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
は
朝
日
中
学
絞

ー
の
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
部
。

す
ば
ら

し
い
演
奏
で
「
朝
日
町
の
日
」
の

開
会
を
告
げ
ま
し
た。

r朝日町の日」

ー箆壮な締りで会場を沸かせた平柳（写真左）
且 と草野（写真下）の見事な獅子舞。 お祭り気

母~ ’ 分を盛り上げてくれました。

争朝日間でもア年目ごとの山崎 「吉待院Jの
ご開帳の際にしか見ることのできない米つ
易り行列。町外では初の被露となりました。
ーーで『由＝一一一一ー一司宮画面；；；；；；；；；；；；；；・・関田圃圃圃・園田園園田冒圃圃圃圃・幽

一一""D－『胴 習 ふさ Eヂミプズデ講ぎ吃
うみ彦やま彦夢麓旭 町時。

.治芸妓の皆さんのあでやかな手鏑り。観客の皆さんを魅了しました。

K＇－－ーーーー ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー＿，

注目を集めたピーチボールみこし。
易「うみ彦丸」とrやま彦丸Jが会場を

練り歩きました。
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NTTI~ピ リオンでトは J

ET会場と友好都rtJ後

布市で開催中の三陸博

会場をテレビ電話で接

続。魚津町長と野間市長

の対談が行わずしました。

(!ID －
平
成
4
年
刊
月
号

＠

ニtわぎには，先人の知恵が凝縮されておリ，人生を生きていく上での綴々なことを見つけることができます．一介
一

一紹
一

一ざ
一

一わ
一

一と
一

一こ
－

鎚で庭婦〈・・・・急な容にあわてふためきながら手厚くもてなすことe
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商
品
化
へ
の
取
り
組
み

、
、

こ
の
よ
う
に
占
く
か
ら
耐
火
u
地
区
で

凶
飲
ま
れ
て
き
た
パ
タ
パ

タ
茶
を
町

の

名
物
と
し
て
売
り
出
す
こ
と
に
な

っ
た

の
は
昭
和
白
年
、
町
の
向
一
ム
会
が
国

・

県
の
指
定
を
受
け
「
む
ら
お
こ
し
が
業

』

．
に
取
り
組
ん
だ
の
が
き
勺
か
け
で
し
た

こ
れ
に
よ
り
事
業
実
行
委

H
会
が
組

織
さ
れ
、そ
の
中
の
小
委
員
会
の
一
つ
、

特

産
品
開
発
部
会
で
パ

タ
パ
タ
茶
の
商
品

開
発
が
進
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
部
会
で
は
ま
ず
、
昭
和
臼
年
同
月

に
梢
入
リ
パ
タ
パ
タ
茶
（

m
Mニ
を
製

造
し
て
版
先
。
昭
和
臼
年
4
月
に
は
袋

入
り
（
削
づ
）
を
、
何
年
ロ
川
に
は
缶

入
リ

（削
品

）
と
パ
タ
パ
タ
茶
セ

ッ
ト

の
製
泣
版
先
を
始
め
る
な
ど
、
次
々
と

新
商
品
を
開
発
し
て
い
き
ま
し
た
。

一
方
、
こ
れ
ま
で
蛭
谷
地
区
も
含
め
、

町
外
で
生
産
さ
れ
て
い

た
茶
の
栽
培
に

も
靖
子
。
昭
初
日
年
か
ら
2
か
年
に
わ

、’‘・‘

た
ゥ
て
峨
見
地
内
に
供
制
を
設
け
、
材

料
作
り
に
も
来
り
山
山
し
ま
し
た
ゐ

そ
し
て
干
成
元
年
8
月
。
パ
タ
パ
タ

茶
を
積
極
的
に
商
業
べ

l
ス
に
乗
せ
よ

う
と
、
町
も
出
資
す
る
「
株
式
会
社
あ

さ
ひ
」
が
設
点
さ
れ
、
本
情
的
な
版
先

体
制
が
で
き
あ
が

勺
た
の
で
す
ι

ー
、－

れ

課

題

－
パ
タ
パ
タ
茶
は
い
ま
＠

、
ま

力、

Lつ

の

、

古
く
か
ら
蛭
谷
地
区
で
飲
み
継
が
れ
て
き
た

パ
タ
パ
タ
茶
は
、
本
来
黒
茶
と
い
い
、
中
国
は

漢
の
時
代
に
飲
ま
れ
て
い
た
も
の
が
日
本
に
伝

来
し
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

今
で
は
朝
日
町
名
物
と
し
て
、
す
っ
か
り
定

着
し
た
パ
タ
バ
タ
茶
。
今
回
は
皆
さ
ん
と
い
っ

し
ょ
に
、
こ
の
古
く
て
新
し
い
お
茶
に
ス
ポ

ッ

ト
を
当
て
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

生
活
に
密
着
し
た
お
茶

パ
タ
パ
タ
茶
と
い
え
ば
、
今
や
町
内

外
に
広
く
そ
の
名
を
知
ら
れ
る
州
臼
町

の
名
物
。
し
か
し
、
も
と
も
と
ζ

の
お

茶
は
、
佐
谷
地
区
を
中
心
に
占
く
か
ら

集
い

の
附
な
ど
で
飲
ま
れ
て
き
ま
し
た
，

A
ー
で
も
同
地
医
の
家
嵯
で
は
、
政
人
を

し
の
ぶ
命
日
に
隣
近
所
や
視
せ
き
の
人

を
柑
い
て
茶
会
を
附
く
風
仰
が
あ
り
、

ほ
と
ん
ど
毎
日
、
ど
こ
か
の
家
に
人
々

が
集
ま
り
パ
タ
パ
タ
茶
を
飲
ん
で
い
る

ノぷ~~－：.o?;

袋
入
り
（
箱
入
り
）
バ
タ
パ
タ
奈

販路拡大が当面の目標

昭和62年にパタパタ茶の商品化

に取り組んで以来，さまざまなこ

とを行ってきましたが，より一

層，販路の拡大 ・PRに努める必

要があると考えています。

これまでは町内での販売が主体

でしたが，今後はJAともタイアッ

プ，全国に版売ネットワークを広げ

たいと思っています。そして，近い

将来には，町内にパタパタ茶の製造

工場も建設。町民の方々にも株主

になっていただくことも考えてい

ます。そのためにも，これまで以

上に販売の促進を図る必要があり

ます。

健康茶と して，また語らいの友

として最適のパタパタ茶，皆さん

のご協力をいただき，大き く育て

ていきたいと思っています。

株
式
会
社
あ
さ
ひ
専
務
取
締
役

松
原
隆
一
さ
ん
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「
株
式
会
社
あ
さ
ひ
」
が
設
い
ぜ
さ
れ
、

広
く
パ
タ
パ
タ
茶
が
知
ら
れ
る
よ
、
？
に

な
っ
た
と
は
い
え
、

何
よ
り
も
量
竺
安
な

こ
と
は
版
先
日
瓜
を
噌
や
す
こ
と
。
借
入

り
に
限

っ
て
み
れ
ば
、
昨
年
の
版
完
本

数
は
約
ロ
カ

本

全

同

各
地
で
取
り
組

ま
れ
て
い
る
特
産
品
の
な
か
で
は
、
決

し
て
少
な

い
む
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

産
業
と
し
て
成
り

4
っ
か
ど
う
か
は
、

こ
れ
か
ら
が
正
念
場
。
村
お
こ
し
卒
業

を
機
に
開
発
さ
れ
た
朝
日
町
名
物
パ
タ

パ
タ
茶
、

み
ん
な
で
応
援
し
て
い
き
た

い
も
の
で
す
，

－ティーパック

曙量

－内
，を・

也F
・

介。、，Eh’然’AV
 
め
い
unr．M7
・
ル亘

光
京
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

コ

い
ろ
り
な
ど
を
凶
み
、

一本
合

わ

せ

閉

め
V

併
せ
ん
で
茶
を
た
て

（
パ
タ
パ
タ
茶
仰

の
川
悦
は
、
あ
わ
た
だ
し
く
ぶ
せ
ん
を

わけ

ば
た
ば
た
と
左
布
に
似
る
動
作
か
・
り
さ
れ

て
い
る
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
）
、
語

附

り
人
口
い
な
が
ら
飲
む
こ
の
パ
タ
パ

タ

茶

阿

は
、
こ
の
地
域
の
人
た
ち
の
生
活
の
一
治

部
。
制
日
町
の
名
物
と
し
て
脚
た
を
浴
チ

び
る
以
前
か
ら
、
そ
し
て
、
そ
れ
以
後
J
U

－－

脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
き
た
．
佳
史
あ
る

品周一

お
茶
な
の
で
す
。

戸程

・
ギ
フ
ト
セ
ッ
ト

－缶入り溝漂飲料水

－パタパタ茶セット’Y ..－：~：. 
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商品に関する

お問い合わせは

朝日町商工会

（宮83-2280）へ。
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成
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刊
月
号

＠

灯大規しむべし 駄になると涼しくなリ．皮も！毛〈なるので灯火の下で孔号するのに過しているぐ秋の夜：J:,1¥Uf 1> Ml時節であること をいう，
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⑨朝日町産のお茶を使い，町内で作ら
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①ム口に移しかえる「切り返しJを繰り
返して約3週間後，実日干しで最後
の仕上げ。

饗瞬時レ
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お茶でコミュニケーション

おばあちゃんのおばあちゃん，そのもっと音から

飲み継がれてきたパタパタ茶。蛭谷地区では2年前
から自分定ちの手で，このお茶作りに取り組んでい

ます。
飲むお茶から，作って飲むお茶に一一。合年で3
回目を迎えだお茶づくりと，本場のパタパタ茶のだ

て方を写真で紹介しましよう。

写真 でみる

。φ。⑤⑧

た•＼・か・た

その

長勿
の 8らしの袋に茶を適量 （やかん一杯
に約50<J）入れ．沸践したお湯で煮
出します。

若いころはそうでもありません

でしたが，今はパタパタ茶が私の

何よりの楽しみ。lか月に20日く

らいはお茶会に出かけていきます。

親せきやご近所の皆さんと9時こ

ろからお昼近くまで．茶を飲みな

がら話に花を咲かせます。言って

みれば．このお茶会は秘たちのコ

ミュニケーションを図る場。若い

人たちもやがては，この楽しさがわ

かるようになると思いますね。

今年も地区の人たちとお茶づく

りをしました。泡立ちもよし味

も合格点。パタパタ茶は．冷やし

てもおいしくいただけますし，食

欲も出る健康茶です。発醇茶とい

うこともあってか， 日持ちがいい

のも特徴なんですよ。

写真で みる

。③③③③

つ・く・り・カ、・た
その

の袋のついたハサミでお茶の葉を刈り

取ります。
お茶の3震を

.... ，，，－~ 山号量産品 $ 

⑦ 水分を取ったあと， ムロと呼ばれる
甲箱にムシロを敷き．葉を入れます。

⑦ 大がまに湯を沸騰8せ，
？さっとゆでます。

⑦ ほどよく色が出たと ころで，ひしゃ
くで五郎八茶わんに注ぎます。

（可）茶せんはパタパタ茶独特の2本合わ
せのものを使います。

ザルにと⑦ゆでた葉制、材、ら出し，

ります。をんせ茶
｝
き
す
P

A

お
ま
灘
蹴

を
て

印刷阻

ん
立

閣
僚

わ
泡

f

茶
て
に

つ
上
振
の
に
g
右
ひ
左
⑤
 

ふ
だ
ん
着
の
お
茶

－
語
ら

い
の
お
茶

パ
ヌ
パ
ヌ
茶

あ
な
た
も
一
服

い
か
が
で
す
か

－
平
成

4
年
叩
月
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子どもはまちがえながら成長するものなのだから、総’）i瓦し教えることが必要で.JJt 二度教えて一度叱れ…－－下どもの教脊についての心得で．
るのはたまでよいe



本
場
の
先
生
来
日

エ
ミ
l
・ル
イ
l
ズ
・ゴ
ー
ド
ン
さ
ん

二
学
期
か
ら
朝
日
・
中
学
校
の
教
胆
に
立
ち
、

生
徒
の
皆
さ
ん
に
生
き
た
英
語
を
教
、
え
て
い
る

エ
ミ
｜

・
ル
イ

l
ズ

・
ゴ
ー
ド
ン
さ
ん
は
、
ア

メ
リ
カ

・
オ
レ
ゴ
ン
州
の
ビ
ー
バ
ー
ト
ン
の
出

身
。
今
年
の
六
月
に
ル
イ
ス

・
ア
ン
ド

・
ク
ラ

｜
ク

・
カ
レ

ッ
ジ
を
卒
業
、
英
語
指
導
助
手
と

し
て
朝
日
町
に
や
っ
て
き
ま
し
た
。調神がゐ

福t
j畢X
誠2
24 日明·~
歳 一
さ

きん
日
本
へ
は
高
校
と
大
学
時
代
、
そ
れ
ぞ
れ
大

阪
と
京
都
に
一
年
ず
つ
留
学
し
た
経
験
が
あ
り
、

今
回
が
三
度
自
の
来
日
。
日
本
語
も
驚
く
ほ
ど

た
A
向
奇

堪
能
で
、
関
西
弁
は
言
う
に
及
ぱ
ず
、

「
そ
う

け
、
わ
か
っ
た
っ
ち
ゃ
」
な
ど
、
す
で
に
富
山

弁
も
い
く
つ
か
マ
ス
タ
ー
。
英
語
に
弱
い
人
で

も
気
軽
に
目
的
が
で
き
る
頼
も
し
い
先
生
で
す
。

大
学
で
は
主
に
日
小
説
川
と
国
際
関
係
を
専
攻
。

州
国
後
は
大
学
院
に
入
り
、
将
来
は
日
本
の
ア

メ
リ
カ
大
使
館
に
勤
務
す
る
の
が
夢
だ
と
話
す

エ
ミ
ー
さ
ん
。
ス
ポ
ー
ツ
も
得
意
で
、
特
に
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
で
は
高
校
時
代
、
全
米
ベ
ス
ト
8

に
な
っ
た
チ
ー
ム
の
セ
ン
タ
ー
と
し
て
活
路
し

た
文
武
両
道
の
ス
ー
パ

ー
レ
デ
ィ
。

「朝
日
中
の
生
徒
は
、
み
ん
な
明
る
く
て
親

切
。
で
も
授
業
中
は
別
人
の
よ
う
に
静
か
に
な

り
ま
す
ね
」
と
笑
う
エ
ミ

l
先
生
。「
英
語
に
限

ら
ず
、
ア
メ
リ
カ
の
習
慣
や
オ
レ
ゴ
ン
の
い
い

と
こ
ろ
な
ど
も
皆
さ
ん
に
紹
介
し
た
い
」
と
張

り
切
っ
て
い
ま
す
。

さそり座

台勤務先 JA朝日町中央五箇庄支所

会血液型 8型 合星座名

会趣味スポーツ全般

。
援込~ 

窪田の広田博女 ・芳美さん夫妻の

長男 順一 （じゅんいち）くん 7歳

長女 友里歌（ゆりか）ちゃん 5歳

次男 朔平 （しようへい）くん ｜歳

趣
昧
と
仕
事
の
両
立
を

J

A
に
勤
め
て
三
年
目
。
現
作、

五
筒
庄
支
所
で
金
融
や
共
消
な
ど
の

渉
外
を
刊
当
し
て
い
ま
す
。
大
阪
で

学
生
時
代
を
過
ご
し
ま
し
た
が
、
都

会
よ
り
も
閉
舎
の
暮
ら
し
が
自
分
に

合
っ
て
い
る
と
思
い
、
ふ
る
さ
と
で

就
職
し
ま
し
た
。
J

A
の
仕
事
は
悩

広
い
分
肝
に
わ
た

っ
て
い

る
だ
け
に

や
り
が
い
は
あ
り
ま
す
ね
。

体
を
動
か
す
、
｝
と
が
大
好
き
で
、

趣
味
は
ス
ポ
ー
ツ
全
般
。
野
球
に
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
に
ス

キ
！
と
、
仕
事
が
終
わ

っ
て
か
ら
の

方
が
忙
し
い
く
ら
い
。
今
後
は
、
仕

事
と
趣
味
を
い
か
に
両
立
さ
せ
て
い

く
か
が
課
題
だ
と
患
っ
て
い
ま
す
。

明
る
く
て
、
く
よ
く
よ
し
な
い
の

が
向
分
の
セ
ー
ル
ス
ポ
イ
ン
ト
。
結

婚
は

一
応
光
の
話
と
は
い
え
、
や

さ
し
い
女
性
が
理
怨
の
タ
イ
プ
で

み

9

。

健
康
で
思
い
や
り
の
あ
る
子
に

長
男
の
順
一
は
、
小
学
校
の

一
年
生
。
毎
日
、

山
本
し
く
学
校
へ
通
っ
て
い
ま
す
が
、
白
分
の
好

き
な
こ
と
に
は
じ
っ
く
り
取
り
組
む
タ
イ
プ
。

初
め
て
の
具
体
み
は
、
昆
虫
採
集
に
夢
・巾
に
な

っ
て
い
た
ほ
か
、
エ
キ
ス
ポ
と
や
ま
博
に
出
か

け
た
こ
と
が
思

い山川
に
残
っ
た
よ
う
で
す
。

長
女
の
友
里
歌
は
、
保
育
所
の
年
長
組
3

弟

を
か
わ
い
が
っ
て
く
れ
る
や
さ
し
い
お
姉
ち
ゃ

ん
で
す
が
、
ち
ょ
っ
ぴ
り
甘
え
ん
坊
。
水
遊
び

や
ま
ま
ご
と
が
大
好
き
な
女
の
子
で
す
。

末
っ
チ
で
次
男
の
捌
平
は
、
九

H
で

一
歳
に

な
っ
た
ば
か
り
。
何
に
で
も
興
味
を
示
し
、
ど

こ
へ
で
も
自
分
の
足
で
歩
い
て
行
け
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
思
い
ど
お
り
に
な
ら
な
い
こ
と

が
あ
る
と
一
恨
の
武
器
を
使
い
ま
す
が
、
ブ
ラ
ン

コ
や
自
動
車
が
好
き
な
男
ら
し
い
子
で
す
。

こ
ん
な
わ
が
家
の
三
人
の
子
ど
も
た
ち
。
何

よ
り
も
健
康
郎

一
で
、
思
い
や
り
が
あ
る
チ
に

成
長
し
て
ほ
し
い
と
断
っ
て

い
ま
す
。

先
月
の
「
ま
ち
の
た
か
・
り
目の
中
で
．
能
町
の
小
林
青
山
友
・
則
J

ず
さ
ん
犬
妻
の
；
・と
あ
っ
た
の
は
、
絞
町

の
小
限
山
中
広

・
則
「
さ
ん
犬
必
の
山
町
川
り
で
し
た
わ
ね
・
必
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す

－
ふ
れ
愛
こ
う
さ
点

。

山崎バドミントン

愛好会

熱
心
さ
で
は

負
け
ま
せ
ん

毎
週
木
昭
日
の
夜
、
山

崎
の
静
寂
な
夜
の
空
気
を

乱
す
笑
い
J
F
と
帯
妙
な
官
け

が
山
崎
小
学
校
の
講
立
か

ら
即
鴨
川
き
被

っ
て
き
ま
す
。

し
か
し
て
、
そ
の
正
体
は
：・
。

耐
の
日
も
雪
の
日
も
、
た
だ
た

だ
水
鳥
の
羽
棋
と
優
雅
に
戯
れ
る

た
め
に
集
ま
っ
て
く
る
の
が
、
我

が
「
山
崎
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
愛
好
会
」

の
耐
々
で
す
。
こ
の
熱
心
さ
は
、

ど
の
愛
好
会
に
も
負
け
ま
せ
ん
。

会
の
結
成
は
、

A
ー
か
ら
十
八
年

ほ
ど
前
。
現
在
は
二
十
代
か
ら
五

十
代
ま
で
の
紳
士

・
淑
女
二
十
名

が
全
員
で
す
が
、
子
ど
も
た
ち
も

参
加
す
る
な
ど
、
私
た
ち
の
愛
好

会
は
親
r
y
の
ふ
れ
あ
い
の
坊
に
も

な
っ
て

い
ま
す
。

メ
ン
バ

ー
の
目
的
は
「
ラ
ケ

ヅ

ト
を
握
れ
ば
肩
一
こ
り
が
治
る
」
「
お

な
か
を
へ
こ
ま
せ
た
い
」
「
汗
を
流

し
た
あ
と
の
ビ
ー
ル
は
最
高
」
な

ど
さ
ま
ざ
ま
。
し
か
し
、
要
は
体

を
動
か
す
の
が
大
川
町
き
な
人
ば
か

り
で
す
。

会
で
は
、
元
日
一の
初
打
ち
会
や

愛
好
会
長
杯
争
奪
戦
な
ど
を
行
い
、

親
睦
と
技
術
の
向
上
を
図
る

一
方、

地
域
の
皆
さ
ん
の
健
康
・

体
力
憎

進
の
お
役
に
立
て
れ
ば
と
、
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
教
室
い
の
開
催
な
ど
も
行

い
ま
し
た
。

持
さ
ん
も
ぜ
ひ

↑
位、

し
て
み
て
く
だ
さ

い
。

阪
を
出

ねたしの~~さと
石橋竹美さん｛大家庄）

開
店
し
て
十
年
に

｜
｜

ふ
る
さ
と
を
紹
介
し
て
く
だ

さ
い
。

石
橋

静
岡
県
の
品
田
市
で
す
。

人
け
は
約
七
万
民
千
人
。
尚
一し
業

が
雌
ん
な

一
万
、
お
茶
や
み
か
ん
、

木
村
の
産
地
と
し
て
も
知
ら
れ
る

混
暖
で
住
み
ょ
い
と
こ
ろ
で
す
。

隣
の
金
谷
町
と
の
境
界
を
大

U

井
川
が
流
れ
、
朝
日
町
で
も
’

ロ
ケ
が
あ
っ
た
映
画
『
少
年

L

時
代
』
の
ラ
ス
ト
ン
｜
ン
で

V

は
、
近
く
の
大
井
川
鉄
道
が

t

侃
影
の
舞
台
と
し
て
使
わ
れ
）

ま
し
た
。

川

ー
ー
朝
日
町
に
来
ら
れ
て
何

λ

年
に
な
り
ま
す
か
？

～

石
橋

二
十

一
年
目
を
迎
え
、

ま
し
た
。
現
伝
、
八
号
線
沿
－

い
で

『
か
ま
ど
や
』
と
い
う
一

お
弁
当
記
を
や

っ
て

い
ま
す

『

が
、
皆
さ
ん
に
か
わ
い
が
つ

a‘ 

． ？装勢、
平 t I 一
成

i泌総、
月 v4J,': 。

議に釘 少し も手ごたえが主 〈．ささめがないニとのた とえs

.nl 

きれば二轟急きれば主要…どんなに富裕な人でふ寝るためにひとリて’.1，める畳f！ー畳てぺ 立っていれば半量です仏 人間の身を遺〈空間に
fi限度があり，貧富の差はないということ。



ル
躍
の
ぺ
1
9

女このページをみん主主でつくるペ
ージ！としだいと思います。イラス
トやマンガ，ご意見，皆さんに知
らぜたいこと，なんでもけつこう
です。どしどしお寄せください。
紙上匿名は，その旨をはっきり
書いて，住所，氏名を明記して送っ
てください。また，広報係では，広
報あさひに対するご意見や，取り
上げてほしい問題など皆さんの声
をお待ちしています。ご一報を。
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企POWER(?)

I－ι 

お）．

つ

〔

P
T
A〕
（

4
歳
児
）

－
み
ん
な
の
ペ
ー
ジ
⑪

（
結
婚
し
て
る
つ
・
）
（

5
歳
憎
ん
）

長元通き・れば認さを忘れる・ ひどく熱いものでむ飲みこんでしまえば その苦痛を忘れてしまう ε 科しいことも過ぎてしまえばその苦労を簡

単に忘れてしまうといヲこと。

破竹の勢い……竹｛ま一郎i書l]tl目を入れると， ー挙に割れて行くと二ろから．スポ－・＇！ チームなどが勝手I］の勢いにのって，J五月！にjJ!むこと．また、
勢いが盛んで押えがたいことの

（
給
食
を
食
べ
で
い
て
）

Y
Z
ん「
ね
え
、
ね
え
、
先
生
っ

τ

佐
川
崎
し
と
る
ん
マ
」

保
母

「ど
っ
ち
だ
と
忠
う
つ
・
」

M
Z
ん「
う
ー
ん
、
ど
っ
ち
か
わ
か

T fV1 
〈ろ
ん？
も「 士、勺
かだしん
久けと」

人どる
か、と

わ先忠
か生う
らつよ
んて 」
か子
らど

．．
．
 

」

O
K
〈
ん
つ
つ
ん
、

保
母
「
先
生
、

し
と
る
よ
」

何
〈ん

「
わ
か

l
っ
た
。
口
肘
ぎ
や
か

ら
結
婚
し
た
ん
や
ろ
？
」

保
母
「
：
：
：
：
」
（
返
事
に
困
り

ま
し
た
）

そ
う
そ
う
」

久
人
ゃ
か
ら
結
婚

く
だ
さ
い
。
全
問
正
解
の
人
の
中

か
ら
抽
選
で
3
人
に
テ
レ
ホ
ン
カ

ー
ド
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

ま
た
、
答
え
の
ほ
か
日
ご
ろ
感

じ
て
い
る
こ
と
や
皆
さ
ん
に
伝
え

た
い
こ
と
、
イ
ラ
ス
ト
な
ど
書
き

添
え
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

b
F
－〈

仰

い

な
お
紙
上
匿
名
を
希
望
の
場

合
は
、
そ
の
旨
を
は

っ
き
り
と
書

い
て
く
だ
さ
い
。

女
あ
て
先

干

m
l
mw朝
日
町
道

ド

1
1
3

3
需
地

例

日
町
役
場

総
務
課
秘
書
広
報
係
ま
で
。

会
締
切
り

叩
月
日
日

（当
日
消

印
布
効
）

食
前
固
め
当
選
者
は
、
ダ

ン
デ
ィ

な
女
さ
ん
、

P
O
W
E
R
さ
ん
、

ク
ッ
キ
ー
さ
ん
に
決
ま
り
ま
し
た
。

（
正
解
は
①
l
O
、
②
ー
＠
、
③

ー
＠
川
口
通
全
員
正
解
）

－
平
成

4
年
刊
月
号
⑪

夏も終わりを告げ，日ごと

に秋が深まってきました。秋

といえば‘9月定例議会もさる

ことながら，わが町にと って

一番のビッグイベントが全国

ビーチボール競技大会。回を

重ねること 9回。今年も過去

最高の14都道県＇68市区町村

から285チーム，l,752人の選

手の皆さんが朝日町で熱戦を

展開されます。19日， 20日の

2日間，町民あげての応援と

心のこもったもてなしをおl頼

いするとともに，大会の運営

にご協力いただく関係各｛立に

は，心から感謝とお札を申し

上げます。

ところで先日，泊地区の保

育所のレクリエーション大会

を観覧させていただきました。

あどけない子供たちの姿を見

ながら，これから未来に向け

て取り組むべき課題などに思

いをめぐらせていました。

私は常日ごろから，町民総

参加の町づくりをモットーに

していますが，学校施設や文

教ゾーンの繋備についても，

こつしたことを念頭にその実

現に努めていきたいと考えて

おります。

また，わが町．ていも近い将来，

町民の皆さんのご理解とご協

力をえながら土昭閉庁を実施

する予定です。行政サービス

の低下を招かぬよう，そして職

員の聞での不公平感をなくす．

るよう精一杯の努力をするつ

もりでおります。（ 9月14自記）

（
園
庭
で
遊
ん
で
い
る
と
小
学
校
1

年
生
の
女
の
子
が
遊
び
に
き
て
）

県
母
「
も
う
学
校
終
わ
っ
た
の
つ
・
」

小
守
生
「
な

l
も
、
お
ひ
る
か
ら
お

母
昔
、
ん

ρ
T
A」

ほ
母
「
何
ち
ゃ
ん
の
お
母
ぎ
ん
も

ρ
T
A
や
ろ
っ
・
」

M
E
ん
「
ち
が
う
よ
／
う
ち
の
お
母

宮、ん

Y
K
K
や
も
ん
」

〔
か
ん
ち
が
い
）
（

5
歳
児
〉

（
こ
ど
も
図
鑑
を
見
な
が
ら
）

。八
く
ん
「
魚
は
沫
ぐ
の
に
ベ
ん
り
な

体」

Y
Z
ん「
蛇
は
日
う
の
に
べ
ん
り
な

体」

U
E
ん「
ぞ
れ
知
っ
と
る
よ
。
ベ
ん

り
っ
て
ね
、
う
ん
ち
つ
ま
る

こ
と
や
っ
そ
」
（
便
利
k
便
秘

の
か
ん
ち
が
い
で
し
た
）

広
報
ク
イ
ズ
⑬ 

間

題

①

J
E
T
犯
の

「朝
日
町
の
日
」

は
い
つ
だ
っ
た
か
？

③

7
月

幻

日

⑤

8
月

幻

目

。

9
月
幻
日

②
パ

タ
パ
タ
茶
は
本
来
、
何
茶
と

い
わ
れ
て
い
る
か
？

③閉山
…茶

⑮

赤

茶

。

繰

茶

③
第

9
回
全
国
ピ
ー
チ
ボ

l
ル
競

技
大
会
に
は
、
何
チ
ー
ム
が
参
加

し
た
か
？

③
2
1
4
チ

l
ム

⑮

2

3
1
チ

ー

ム

。

2
8
5
チ
ー
ム

（
応
募
方
法
）

会
は
が
き
に
符
え
の
記
号

（例
①

ー
＠
、
②

l
⑮
、③

l
O
）、住
所
、

氏
名
、
年
齢
を
記
入
し
て
送
っ
て



－
全
国
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
競
妓
大
会

＠

首誌の議も厳さねば均れぬ 大金で買った騰も，実際に放って~~物を備えさせてみなければ，それだけの値打ちがあるかどうかわからなし。
物の真価Ii実地の働きを見てはじめてわかるということ。

富
山
県
勢
が

6
部
門
を
制
覇

朝
日
町
チ

l
ム
は
大
会
史
上
初
の
無
冠
に

第
日
田
町
内
対
抗
夜
間
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
大
会

（
%
1
%
総
合
グ
ラ
ン
ド
）

・
努
子
l
位
束
草
針
A

2

位
下
山

新

・
女
子
l
位
山
崎

2
位
泊

2

区第
日
目
高
桜
杯
争
奪
少
年
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
大
会
（
%
・
お
総
合
グ
ラ
ン
ド
）

l
位
境
A

2

位
山
崎
B

第
3
回
少
女
ピ
l
チ
ポ
l
ル
大
会

．
（
%
総
合
体
育
館
｝

・
小
学
生
め
部

l
位
草
野
A

2

位
祭
菱

・
中
学
生
め
部

1
位
金

山
ス
マ
イ
ル

2
位
境

B

第
羽
田
県
民
体
育
大
会

（
%
1
%
高

岡
市
他
）

－
一
般
の
部
V
ビ
ー
チ
ボ

l
ル
女
子

印
歳
以
上
の
部
l
位
大
家
庄
ス
マ

イ
ル

V
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
成
年
男
子

2
部
9
人
制
l
位
朝
日
倶
楽
部

・

高
校
の
部

V
登
山
努
子
2
位
泊
高

校
B

V
隣

1

砲
丸
投
少
女
B
1

位
大
白
有
紀
子
（
阪
井
高
）
2
位

松
本
彩
子
（
水
崎
高
）

・
中
学
の
部

V
サ

y
カ
l

l
位
朝
日
中

V
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
兇
子
2
位
朝
日
中

V
陸

上

俸

高

跳

l
位
宇
田
康
隆
（
4
M

幻
県
中
マ
新
）

V
川

M
ハ
ー
ド
ル

2
・
3
年
2
位
角
丸
映
｝tf

v

走
幅

跳
2
・
3
年
2
位
蓬
沢
明
人

V
砲

九
投
2
・
3
年
2
位
初
回
聡

第
刊
回
富
山
県
ク
ラ
ブ
対
抗
陸
上
競

技
大
会

（
%
1
%
県
営
富
山
陸
上
競

技
場
）

－
走
高
跳
2
位
金
井
昭
宏
｛
新
川
古
川
）

・
砲
丸
投
2
位
大
島
有
紀
子
（
路
井

ま
た
、
競
技
と
は
別
に
大
会
初

日
の
夜
に
は
、
教
育
文
化
会
館
で

散
迎
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
が
聞
か
れ

県
外
か
ら
の
参
加
チ

l
ム
を
は
じ

め
と
す
る
約
チ
ー
ム
、
約

5
5
0

人
の
選
手
の
皆
さ
ん
が
、
に
ぎ
や

か
に
交
流
し
ま
し
た
。

今
年
で

9
回
を
迎
え
た
全
国
ビ

ー
チ
ボ
ー

ル
競
技
大
会
。
来
年
は

い
よ
い
よ
第
叩
回
大
会
。

ビ
ー
チ

ボ
ー
ル
を
通
じ
友
好
の
輪
が
さ
ら

に
広
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

大
会
は
日
目
、
町
民
総
合
体
育

館
で
閥
会
式
が
行
わ
れ
、
東
京
都

文
京
区
『
小
石
川
ク
ラ
ブ
』
主
将

の
菊
本
多
嘉
さ
ん
が
選
手
宣
誓
。

こ
の
あ
と
4
会
場
に
分
か
れ
、
男

女
年
齢
別

7
部
門
の
予
選
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

型
初
日
は
、
予
選
を
勝
ち
抜
い

た
チ
ー
ム
に
よ
る
決
勝
ト
ー
ナ
メ

ン
ト

1
8
7
試
合
が
行
わ
れ
、
手

に
汗
雌
る
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ

宇
品
1
し
れ
～
。

l,750人が熱戦を通じさわやかに交流

ビ
ー
チ
ポ
ー
ル
の
競
技
人
口
が

噌
え
る
に
つ
れ
、
技
術
の
向
上
も

著
し
く
、
今
大
会
は
町
外
勢
が
大

健
闘
。
朝
日
町
を
除
く
県
内
勢
が

7
部
門
の
う
ち

6
部
門
で
優
勝
し

た
の
を
は
じ
め
、
県
外
で
は
女
子

印
歳
以
上
の
部
で
東
京
都
文
京
区

の
『
小
石
川
ク
ラ
ブ
』
が

2
年
振

り
に
優
勝
、
岩
手
県
水
沢
市
の
『
ロ

ン
グ
ビ
ー
チ
ク
ラ
ブ
』
も

3
位
入

賞
を
果
た
し
ま
し
た
。

一
方
、
地
元
朝
日
町
勢
は
、
男

子

ω哉
以
上
の
部
で
『
大
家
庄
ヒ

ー
チ
ボ

i
ル
愛
好
会

B
h
が
2
位

に
な
っ
た
ほ
か
、

4
部
門
で

3
位

入
社
し
た
に
と
ど
ま
り
、
大
会
史

上
初
め
て
無
冠
に
終
わ
り
ま
し
た
。

第9回全国ビーチボール競技大会が

9月19日・ 20日の両日，町民総合体育

館などを会場に開催されました。

今大会には北は北海道から南は熊本

県まで，過去最高の14都道県68市区町

村から285チーム，約1'750人の選手が

参加。ビーチボール競技誕生の町「朝

日町J を舞台に，熱戦を通じて友好の

輪を広げました。

広一）第
日
目
北
信
越
中
学
校
総
合
観
技
大

会

（%
i
科
長
野
市
他
）

V
系
道

・
団
体
l
位
制
H
中

制

人

男
チ
師
同
級
l
位
安
達
存
開
花
・同

超
級
1
佐
谷
U
敏

晴

川

2
肱
水
針

は
r
A
U

V

批判
卜

列

｛

総

ム
い
6
位
朝

日
中

林

市

跳

l
佐
人一千問山以
降

第
円
回
全
日
本
中
学
校
陸
上
競
妓
選

手
権
大
会

（
%
1
%
新
州
市
）

－
U

仰
向
挑
6
位
下
川
械
的

第
口
回
全
国
中
学
校
柔
道
大
会

（%

1
%
小
杉
町
総
介
体
育
一
セ
ン
タ
ー
｝

・
同

体

ベ

ス

ト

8
制
臼
小

・
倒

入

荷

同

超
級

2
位
谷
口
繁
附

平
成
4
年
度
全
国
高
等
学
校
総
合
体

育
大
会

（
%
i
%
山
崎
県
延
岡
市
）

・
柔
道
何
人
師
同
級
ベ
ス
ト
8
中

島
誠

一
（小
杉
高）

第
包
囲
全
国
高
等
学
校
定
時
制
総
合

体
育
大
会

｛%
i
%
東
京
都
）

－
山1
球

3
佐
川山
時
業
〈
（
泊
庁
向
）

第
日
回
北
信
越
国
民
体
育
大
会

－
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
成
年
男
子
2
m
9

人
制
3
位
制
H
似
来
部

V
初
歳
以
上
①
加
納
ク
ラ
ブ
（
氷

口
凡
市
）
②
右
動
ょ
っ
は
（
小
矢
部

市
）
③
飯
野
ビ
ー
チ

（
入
善
町
）

束
ボ
ン
パ

｜
ズ
（
氷
見
市
）

V
刊
歳
以
上
①
城
端
い
い
と
も

（
城
端
町
）
②
E
B
I
E
ビ

i
チ

ク
ラ
ブ
（
新
湊
市
）
③
山
崎
B
B

C
（
削
臼
町
）
、
フ
ァ
イ
ヤ

l
レ
デ

ィ
ー
ス

（福
野
間
）

v
m州
政
以
上
①
小
石
川
ク
ラ
ブ

（東
京
都
文
京
区
）
②
能
町
ビ
ー

チ
ク
ラ
ブ
（
高
岡
市
）
③
大
家
庄

ス
マ
イ
ル
（
朝
日
町
）
、
ロ
ン
グ
ピ

ー
チ
ク
ラ
ブ

（
岩
手
県
水
沢
市
）

回－

4
EE
圃
圃

の
男
子
V
初

歳

以

上

①

般

若

オ

ー

ル
ス
タ
ー
ズ

（
耐
波
市
）
②
太
田

は
ま
な
す
ど

l
チ
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

（高
岡
市
）
③
大
家
庄
ヒ

l
チ
ボ

ー
ル
愛
好
会
（朝
日
間
）、

G
＆
B

ク
ラ
ブ
（
新
湊
市
）

v
ω歳
以
上
①
伏
木
い
ち
の
み

や
ク
ラ
ブ
（
高
岡
市
）
②
大
家
杭

ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
愛
師
会

B
（
朝
日

町
）

③

若
林
体
協
（
小
矢
部
市
）
、

林
ク
ラ
ブ

（
砺
波
市
）

v
m
歳

以

上

①
三
日
市
体
協

（黒
部
市
）
②
本
江
（
魚
津
市
）

③
十
二
町
お
に
ば
す
（
氷
見
市
）
、

い
い
ち
こ

B
〈
朝
日
町
）

女
子
V
日

歳

以

卜

①

中
の
島
卜

ウ
ェ
ン
テ
ィ
｜
（
庄
川
町
）
②
レ

イ
ン
ボ
ー
月
（
福
野
町
）
③
ポ
ピ

ン
ズ
（
市
川
市
）、
内
’
品
レ
イ
ン
ボ

ー

（
高
岡
市
）

入

賞

チ

l
ム

・4年を追うごとに競疫レベルも戸ツ
日 プ。一つ一つのプレーにも日ごろ
i の練習の成果ガ表れます。

顎

今年6月からあきひ総合病

院の内科に勤務となり．消化

器疾患を中心に担当していま

す。よろしくお願いします。

きて，最近話題のC型’段性

肝炎についてちょ っとお話し

したいと思います。

数年前より C型肝炎ウイル

スの抗体が検査できるように

なり，これまで非A非B型月干

炎と言われていたものの大部

分はC型肝炎であることが分

かりました。慢性肝炎全体の

約60%をしめ，主にJ血液を介

して感染します。 50歳以上で

は.50人に l人はこのウイル

スに感染していますが，ほと

んどの人は無症状で，検診等

で肝臓ヵ、悪いといわれて見つ

かる場合が多いようです。慢

性肝炎でさらに悪くなるおそ

れのある方を対象に昨年より

インターブエロンによ る治療

が保険の適応となり，効果を

上げています。肝臓の異常を

言われている方は，一度検査

をお勧めします。最後に当院

内科の診療体制を紹介します。

疾患に応じて各専門医があた

るょっ体制を取っております。

お気軽にご相談ください。

心臓病 ・高血庄寺田／宮域

肺疾患 ・糖尿病赤川／荒井

消化器 ・血液 背山／寸I村

議ぃmは静かに元れる 真に11ほのある者：i忠然として騒がないというたとえである‘

医療の現場から
あ

中t ~
本校長

暁2問
先 科

生

C型慢性肝炎

－
平
成

4
年
旬
月
号
＠



~朝日町社会福祉協議会は，

皆~ んと共に地域の福祉向

上を目指す福祉団体です。

－場所

朝日町福祉センター内

ft83-0576 

ボランティア
だより

ひとり暮らし老人を招待

ふれあい昼食会を
開催します

豊富理
求人戦 車重 年歯書 賃金 性別

就業場所 採用 資免格経験
番号 円 休 日 人数 許等

販 売 貝
18才～ 125,000～ 

5月
朝日町j自

不問40才 185,00（〕 会社指定日

2 日用雑貨．食 18才～ 150,000～ 男 朝日町道下 普通免許品 ，酒販 売 60才 250,000 a，他

3 作高速道路維持業 50：才～ 182,000- 男 朝日町沼保 5 
不問

65才 212,000 日， Z巨4土曜 竜寺になし

4 製 キ方 エ45才ー216,000～ 男
朝日町東草野

3 
不問

60才 223,200 日祝．第3土曜 なし

5 菓子製造 工 30才～ 105,840～ 女 朝日町；自 普不通問免許so才 109,200 自．他

6 ケアワーカ ー 35才～ 130,000 女
朝日町泊 不問

アシスタン卜 55才 指定日 なし

7 衣類の包装， 18才～ 110,000～ 女
朝日町泊 z 普高校通卒免業許仕 上 40才 130,000 日祝，他

8 i釜男lj結束工 18才～ 141,600～ 女 靭自由T東草野 5 
不問

60才 144,000 日祝．第3土曜 なし

9 縫 製
18才～ 120,000-

女
朝日町三枚橋

5 工 50才 125,000 自祝． 4週5休 特になし

10 製 造 工
18才～ 118,000 女

朝日間T大家庄
2 不語高校問卒業45才 日祝．年104日

社
会
福
祉
協
議
会
で
は
今
年
も

日
赤
奉
仕
団
、
婦
人
民
生
委
員
、

食
生
活
改
善
推
進
員
、
婦
人
地
域

活
動
推
進
国
只
な
ど
、
婦
人
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
の
協
力
を
え
て

持
』

黒
部
職
業
能
力
開
発
セ
ン
タ
ー

職
業
訓
練
受
講
者

募
集
科
目

・
控
築
施
工
科
：
・叩
名

・
住
宅
営
給
料
：－

m名

・
情
報

ヒ
ジ
ネ
ス
科
・：
却
名

入
所
日

ω月
6
日
閃

訓
練
期
間

6
か
月

申
込
み

最
寄
り
の
公
共
職
業
安

平成4年10月分

くらしの情報室

ホット求人情報

ひとり暮らしのお年寄りを招

待してのふれあい畳食会を聞

きます。

この昼食会は、会食を通じ

て心の福祉をお年寄りの皆さ

んにサービスしようとする

もの。各地区の開催予定は

次の通りです。

大皮家
山 南 _li. 一J位，.，，土． 

H’’L、J’ ． 士也

自奇 ｛呆
i訟i t向
Jll 山奇

士兎
区Et 

1328 13<5 九九'%'9 弘Ix l為イ開謹i自
基 1i 

花老久，jl佐II~ ・高改
正的b:j 

幹 箇 開
集 庄

寺号

II t各 ♂ー、、祉 Jll 主カき主ず イ雀
II 
セ 民 立： セ

セ H「i’ 場ン l ン
し、

／ セ
タ

2 タ ，‘ ，， 所タ｜；皆 タ

黒
部
職
業
能
力
開
発
セ

ン
タ
ー
（
黒
部
市
抗
生

3
2
0
0

E
臼
H
H
0
2
5
1
）
へ
。

町
営
住
宅
入
居
者

向
陽
町
団
地
、
旭
ケ
丘
団
地
に

各

一一戸
ず
つ
空
家
が
あ
り
ま
す
。

入
出
希
望
者
は
役
場
建
設
課
都
市

計
画
係

（
宮
内

線

2
1
8
〉

へ
問

い
合
わ
せ
を
。

賛
助
会
員
加
入
状
況

た
だ
い
ま
募
集
し
て
お
り
ま
す
町

社
協
の
賛
助
会
員
に
次
の
方
々
か
ら

加
入
申
し
込
み
が
あ
り
ま
し
た
。

佐
渡
正
雄
、
佐
渡
八
重
、
佐
波
鈎

夫
、
青
嶋
mm…
一
、
青
嶋
節
子
、
品戸
崎

基
司
、
芦
崎
史
子
、

室
清
志
、
松
浦

正
人
、
高
嶋
朗
、
岩
崎
封
、
安
述
初

校
、
折
谷
時
夫
、
4

｛
寸
断
勝
義
、
寺
崎

消
英
、
泌
上
谷
久
松
、
湯
上
谷
街
校
、

江
湖
由
之
、
江
湖
洋

一
、
小
林
笑
ザ
、

佃
進
、
佃
英
子
、
湯
上
山
八
口
千
紋
J
J

、

小
林
哲
男
、
中
山
文
次
、
江
湖
兼

一
、

以
糊
み
な
、
道
府
ふ
さ
、
場
土
谷
秀

一
、
中
山
徹
、
中
山
鹿
子
、
道
用
勝

消
、
道
府
孝
志
、
道
用
紀
子
、
江
洲

隆
信
、
江
洲
泰
子
、
江
測
富
枝
、
小

林
秀
孝
、
江
糊
弘
文
、
新
田
み
よ
、

追
分
重
太
郎
、
吉
江
恵
美
子
、
追
分

富
子
、
追
分
健
作
、
成
幡
千
鶴
、
出明

幡
和
子
、
倹
幡
一勿
一
、
浜
刷
悠
一－
一、

総
悶
松
雄
、
篠
悶
竜
芳
、
篠
聞
紙
州
、

成
問
隆
夫
、
折
一戸
丈
子
、
折
一戸
俊
、

上
野
光
賢
、
上
野
き
み
チ
、
沢
田
川
似

次
、
沢
聞
き
よ
ゑ
、
沢
田
尚
人
、
れ

悶
花
校
、
追
分
市
郎
、
迫
分
節
子
、

山
崎
隊
、

H
H＋
由
利
夫
、ト
兵
部
繁
訟
、

折
谷
武
彦
、
長
涼
立
円
代
ニ
、
岩
間
紙
、

小
谷
郷
義
、
柿
俊
之
、
竹
中
立
、
柳

下
車
次
、
大
平
初
治
、
越
沢
希
彦
、

岩
村
鴻
八
郎
、
岩
村
さ
よ
み
、
高
橋

消
、
谷
口
健

一
、
永
井
ゑ
と
、
岡
安

太
郎
、
折
谷
行
栄
、
府
林
松
持
、
竹
中

鼻
、
向
島
明
、
水
野
亨
、
竹
内
賢
松
、

折
谷
林
一
、
場
内
伊
佐
男
、
竹
内
一

富
山
県
青
年
・
婦
人

海
外
派
遣
事
業
団
員

派
遣
先

中

園
、
斡

園
、

派
遣
期
間

平
成

5
年

5
月

6
日

か
ら

5
月
幻
日
ま
で
（
予
定
）

募
集
部
門

一
般
背
年

・
農
業
背

年

・
婦
人

団
員
負
担
金

約
口
万
円

募
集
期
限

叩
月
初
日
倒

問
合
せ

団
員
資
格

・
応
募
方
法

な
ど
詳
し
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、

教
育
委
員
会
社
会
教
育
係
へ
。

会r求人情。報一覧~J むこ’利用下さい． （商工観光想力ウン？ーに展示）
官くわしいことは．魚津公共職察安定所級自分:ii:na2・0198へお問い合わせく だ喜い‘

［
ス
ポ
ー
ツ
医
学
講
演
会
］

日
時

刊
月

3
日

ω午
後

7
時
初

分
か
ら

会
場

役
場
4
階
大
ホ

l
ル

講
師

配
わ
緋
ぃ
一
色
氏
（
あ
さ
ひ
総

合
病
院
整
形
外
科
医
長
）

・
演
題

「
今
、
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
に
求
め

ら
れ
る
も
の
」

問
合
せ

教
育
委
員
会
へ
。

［
パ
ソ
コ
ン
講
習
会
］

日

時

日

月

9
日
開
か
ら
初
日
倒

ま
で
の

8
日
間
（
水
・土
・
日
除
く
）

午
後

7
時
か
ら

9
時
ま
で

ワ

フ
ロ

表
計
算
グ〉

各

務局，国税局税務相談室，魚

津社会保険事務所，行政相

談員，心配ごと相談只

また，白山行政~：i.察事務所（山山市

中島新町lIー7fi0764-31・1100），行政

相談員川上龍夫 （MRIHTW:車針540-2
ft83-0855）では，いつでも相談に応

じています。電話や予紙でも結綿です。

身近な問題を気軽に相談してください。

夫
、
竹
内
伸
、

竹
内
秀
樹
、
堀
内
雅

昭
、
山
回
久
枝
、
折
谷
照
子
、
長
井

清
孝
、
長
井
博
子
、
竹
内
正
之
、
折

谷
信
一

、
折
谷
栄
蔵
、
堀
内
邦
彦
、

長
井
キ
ヨ
、
折
谷
秀
吉
、
竹
内
義
明
、

小
林

一
挙
、
竹
内
俊
宏
、
竹
内
武
雄
、

竹
内
街
、
長
井
孝

一
、
竹
内
寛
子
、

長
井
清
治
、
長
井
フ
サ
、
竹
内
俊

一
、

長
井
保
正
、
折
戸
仁
作
、
広
田
和
雄
、

犬
悶
和
夫
、
脇
山
勝
治
、
佐
波
兼
太

郎
、
犬
回
久
雄
、

守
岡
武
、
岡
本
繁

治
、
脇
山
哲
朗
、
水
島
似
品
、
水
島

外
二
、
下
以
利

一
、
寺
凶
重
信
、
佐

泌
達
雄
、
米
国
謙
士
円
、
岡
本
梢
造
蔵
、

寺
岡
照
子
、
水
島
良
子
、

十
一
井
宏
司
、

土
井
須
美
子
、
土
井
敏
男
、
土
井
俊

子
、
大
森
敦
、

土
井
利
雄
、
土
井
耕

官
、
土
井
久
子
、
越
間
勝
俊
、
越
闘

志
み
、
大
森

一
子
、
大
森
昭
四
郎
、

長
谷
利
男
、
長
谷
牧
子
、
長
谷
順
一
、

長
谷
ふ
じ
、
大
森
秋
子
、
中
島
源
三
、

長
谷
滋
子
、
中
山
町
恭
治
、
勝
目
義
感
、

勝
因
節
下
、
小
戸線
秀
然
、
小
塚
み
ど

り
、
長
井
古
宗
、
長
井
品
、
勝
聞
紙

一
、
長
井
正
毅
、

ぶ
木
俊
夫
、
玉
木

智
恵
子
、
上
杉
松
縦
、
上
杉
鈴
恵
、

佐
野
川
泌
俊
、
佐
野
川
山
胤
ハ
チ
、
泉
義

的
、
泉
佐
，
，
T
d

、
古
本
敏
チ
、
長
谷
川

ミ
チ
、
山
凶
功
、
同
島
忠
一
、
岡
山
崎

る
り
子
、
金
井
く
さ
え
、
間
尚
美
智

子
、
浜
力
刻
、
新
聞
・鋭
、
新
聞
ふ
み

子
、
坂
町
際
高
明
、
ヤ
山
川
伝
作
、
一
以
潮
社

吉
、
山
町
敏
春
、
佐
波
繁
、
長
谷
川

正
弘
、
佐
山
政
光
武
、
佐
渡
庄
市
、

佐

渡
行
宏
、
斉
藤
峰
、
脇
山
孝
英
、
佐

渡
智
彦
、
山
国
勝
正
、
金
井
ゆ
り
、

佐
渡
コ
ス
エ
、
草
山
仙
士
口
、
草
山
文

タ
ー

ル

i
ム

対
象

初
心
者

・
初
級
者
で

8
日

間

全
H
m
h
を
受
講
で
き
る
人

定

員

詑
名
（
先
着
順
）

受
講
料

川
柳
問
（
テ
キ
ス
ト
代
等
）

申
込
み

叩
月
訂
日

ωま
で
に
教

宮
内
長
女
同
貝
ム
京
へ
。

「一一「

朝
日
満の
喫秋
イと
ベ自
ン然
卜
L一一」

－
親
子
自
然
保
護
教
室

日
月
間
日
制

コ
l
ス

小
川
溢
泉
元
湯

1
越
道

峠
i
北
X

i
三
段
滝

対

象

小

・

中
学
生
と
そ
の
保
護

メヨハ
U
R
n

A4
q
u
o現

参
加
費

税
了

l
組

6
、
0
0
0
円

（
l
人
地
え
る
ご
と
に

3
、
0
0
0
会

同
ず
つ
追
加
）

れ

期
日

－
観
光
ふ
れ
あ
い
パ
ス
教
室

名 対 i コ
（ 象 越 l
小 道 ス
中両 峠 10 

学 日 j 役月
生と 北場 24
はも又 1 日
保小（あ仕）
護学両さ
者生日ひ 25
同以 共小日
伴上過川（円）
'-" l 00 ....__. i;i;JJ 
姻息遣・世明細・馳摺酢

期
日

－
ふ
く
し
の
窓

＠

子
、
佐
渡
義
昭
、
佐
渡
ラ
ン
子
、
草

山
正
、
佐
渡
博
章
、
浜
か
ち
ゑ
、
窪

悶
抑
制
子
、
吉
江
敏
刷
、
窪
田
菊
太
郎
、

浜
川
つ
じ
、
新
田
恭
子
、
谷
安
太
郎
、

山
田
登
、
島
芳
春
、
佐
渡
忠
、
佐
川

順
次
、
川
上
彰
、
川
上
英
子
、
尾
山

直
次
郎
、
折
谷
武
閉
刀
、
波
聞
や
い
、

伊
膝
市
朗
、
伊
総
キ
ミ
子
、
回
中
義

一
、
回
中
高
子
、
安
達
菜
穂
子
、
久

我
日
前
夫
、
久
我
口
み
つ
子
、
久
我

口
監
平
、
上
不
良
雄
、
柳
川
慶
宏
、

安
達
忠
直
、
名
越
定
男
、
上
不
昭
代
、

山
県
崎
両
寿
、
安
達
祐
一

、
黒
崎
武

一
、

名
越
中
崎
、
久
我
U
孝
行
、
名
越
均
、

久
我
口
茂
治
、
柳
沢
山
崎
、
名
越
邦
政
、

上
不
順
治
、
安
達
忠
昭
、
安
達
徳
治
、

安
遥
よ
り
、
久
保
田
強
、
久
保
田
良

一
、
泉
崎
孝
夫
、
黒
崎
幸
雄
、
久
保

問
安
則
、
柳
沢
幸
康
、
柳
沢
み
つ
、

以
上
加
名
説
口

（
8
月
刊
日
以
後
の

賛
助
者
が
多
数
の
た
め
、
今
月
掲
載

で
き
な
か
っ
た
方
に
つ
い
て
は
、
次

号
で
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ご
了
象
願
い
ま
す
）

あ
り
が
と
う

あ
た
た
か
い
志

も

（8
3品

。
判
H
町
商
工
会
背
年
部
さ
ん
か
ら

あ
さ
ひ
ま
つ
り
ビ
ア
ガ
ー
デ
ン
収

益
金
の
一
部

3
0、
0
0
0円

。
荒
川
と
く
名
さ
ん
か
ら
2
9
7
5
P
 

居
放
映
子
さ
ん
か
ら

5
、0
0
0同

。
束
下
町

1 （）月 13日（火） 13時～161均

単）j1:1問．福生11:センター

年金・保険 ・制行I：・税金・

道路・3正記・公害等
富山弁護j：会．富山行政

~i；；＿終~務所．山山地方法

暮らしの行政
なんで、も相談所

．相 ・談員

・日 時
・場 所

．相談内容

総務J芋では10月11日｛臼）か
ら17日出までの1週間を「行

政相談週間Jと定め，名種行

事を実施しますが，朝日

町では「暮ら しの行政

なんでも相談所」を

開設します。

行政相談だより－
平
成

4
年
刊
月
号
＠

下手な鉄砲も数打ちゃ当たる・・..・・ト子な鉄砲~ちでも作llill~~つうちには，まぐれんたリもあるということ 。 転ヒて何度失鮫して L，それに懲
りずに続けていると．そのうち成功することもあるということε

匂........ 削除甜

仏造？て魂入れず・…仏像を作って必きながら，肝心な iJ~を入れな t、 物事をほとんど立 し進！fながら最も肘婆な一挙が！kit ｛~ ちていることの
たとえe



－
あ
し
ら
せ
か
わ
ら
版

⑪

参

加

費

小

学
件
・；
2
0
0
0
問

中
学
生
以
－
L
L
・－－

2
5
0
0
円

－
ふ
る
さ
と
歩
道
探
勝
ウ
ォ

I
ク

日
月

3
日
閃
「
文
化
の
円
」

コ
ー
ス

小
川
以
来
日

i
一二
峠

i

七
市
一沌
i
城
山
1
鹿
’
品
神
社

対
象

中

学

生

以

上

刊

名

参
加
費

1
0
0
0
円

※
以
上

3
つ
め
イ
ベ
ン
ト
と
も
巾

し
込
み
は
叩
月

5
日

ωか
ら
役
場

向
l
～脱
光
課
で
交
け
付
け
ま
す
（巾

込
書
は
同
課
に
あ
り
ま
す
）
が
、

そ
れ
ぞ
れ
定
員
に
な
り
次
第
締
め

切
り
ま
す
。
ま
た
、
弁
イ
ベ
ン
ト

と
も
弁
当
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

品
食
に
岩
魚
（
保
勝
ウ
オ
｜
ク
除

期
日『？寸~ 差五ギジ凸

小 ω、｝’大，，，11gn; 

からのお知らぜ
期日／11月8日（日）
場所／羽田町中央農協会館

さんとう ｜ 

大平山濡展i
一山気にm:1ちた生命の軌跡、ー

当日は．がん検診や健康

相談のほか．タレント海原

小浜さんの「波乱万丈のわ

が人生 ・思いやりの人生』

と過した講演会も行われま

す。

く）や脈川、なめこけを用意

します。詳しくは役場尚工観

光課（宮内線i18）へ。

町の工事発注状況 Fヌ
一一町が入札 を行ったものを柑載しています一一 < H4.8.1-8.31> 

I. 2長 ;y, 士おfiJi 予完定成 3金!'i 
古＂A 業 才？ 1u.当t;!I(

国災l；＇・旦If-ゆ後ノl滅m：・βニ｜じ業＇，／，.線第 l号·fi;jfilf似II七Lt！~ llJ l町ij 9 J'l 1.967 .300 ドl大街森｜以位会以制 主主紋;l~l

四災f~得針劫後ノ1r頼4・1北.~，）髭X紡！~3 号紛fl~r花ill 1 .I4~ 11 i山崎 9月 l ,802, 500 ti' F民会干」： 後よ主d*大殺、総投

休業i益石集鴻定f谷キ．泌総務良｛焔必Zβ業 ih似： 11 Fl 18,849.000 吾2たE株宇争羽式L会没J干｜． ；足k戸q~キ.i~林 谷 ・ 線放. J'. 

町下殿巡新町T環設状改良線ギ改貫良主工事 殿町 9月 4.140.600 ずf~E< 会 ；~~ 建設lll~
寸－.t1・怨

国Ti道益続；Jj；投改4良せサ王業 '1J＇、川 9 J1 3,862,500 業ノl、株1114:式£会自立ー社r. 建設株HIT 川2 ・3号線制裁士事

災：出：-1~11:1r紙F~ LL! 曲~f 9月 1,390.500 有. ~l~ 会~；込.I: 建設，；;',ll
間n出効ノ ·.］じ』l~官~21'.:·f.引所工事 大＃保付：

Jl鳥~村7桁遺8産＼謀4総号線令改税制良ii工本事孝弘 1白紙 11月 8.858,000 イi”~・限lホj会キキA・ 農水五Y'~林.l以
リ，L単上地i音1.E.Hiヰ11間接j泣捻 ’トイ1：池 11月 9,321,50(1 

，小)I（主!ll.i止，I. #I: n 
小平王t也術 地区浪 魯Ii袋二仁;JI. 業株式会社 7J<,ra ，：~ 

林林業iil主湯義上裕定谷f線.j：路λt総面務流官水自＇i品1業・; 竹ノl内 12n 14. 162' 5()(1 小川処ェ℃,lJLI. S畠林業株会社 7/(i昨.ii* 

’休業以集ニ宇奈定路tth在費水量型左側準 ~F~長 111由奇 1 1月 4.377,500 株胤熊式コ会；fl足是 林総 ・ 総前lt氏二「． 水泌総

~！.~.！曲宇(if治山手iii肋射業尋4 LIJ曲者f lOfl 2,060.000 平河TF民内会社争IL 股水政林r1* 山 ±i衛門谷工

i.初，Uイ栄llifl山手iU肋桜業 ff.if¥ 10月 1. 514 .100 11・ 限公社 農林下キ本3二~1、。 大ね，illぷ 水戸，n:l*

必w,fuド土幕地野改総剣良i袋俗イ二砲r.事司王業 .！）：晋j’ 10月 4,223.000 ィ；｛！；、株jII 4式：！！；d会¥tユ社~ I水；益産i'i.~·滞4、

［
第
日
回
朝
日
町
美
展
］

期
間

日
月

l
日
川
か
ら
日
凡
3

B
附
ま
で

会
場

制

H
町
教
育
文
化
会
館

部
門

絵
画

・
害

・
彫
刻

・
工
芸

写
真
の
各
部

応
募
資
格

高
校
生
以
止
の
刺
同

町
転
住
者
、
勤
務
者
ま
た
は
出
身

者
で
あ
れ
ば
ど
な
た
で
も
可

応
募
期
限

叩

川

泣

け

榊

応

非

要
取
は
、
ふ
る
さ
と
美
術
館
、
役

場
受
付
け
、
教
育
委
員
会
、
名
農

漁
協
に
あ
り
ま
す
。

問
合
せ
先

制

H
町
立
ふ
る
さ
と

美
術
館
（
包
位
l
o
0
9
4
）

同
時
開
催

。
朝
日
町
小
中
学
校
美
術
展

f;;{ 

まだ申

愛
の
献
血

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
九

協
力
者
名
（

8
月
実
施
分
、
会
人印

は
棚
川
、

※
印
は
成
分
、
そ
の
他

は
柳
川
献
血
者
）

境
地
区
会
水
島
寿
、A
H
根
建
元
成
、

会
水
島
敬
太
、
会
水
島
盟

f

笹

川
地
区
堀
内
和
子

泊
地
区
カ
犬

回
優
、
会
竹
中
広
志
、
食
加
藤
邦

男
、
食
’
U
M
回
勝
義
、
み
阿
弥
忠
凹
覚
、

合
魚
住
芳
明
、
会
後
藤
由
美
子
、

「
u
－
一J
4
一

一－ア

一

一『，〈
一

一
工
一

一「ノ
一
二堅
一崎
健
一

一
平
成

4
年
度
後
期

一

一
危
険
物
取
扱
者
試
験

一

試
験
の
種
類

巾
剛
、
乙
同

（
部

l
矧

i
第

6
矧
）
、
内
廓

試
験
日

日
月
幻
日
間

試
験
会
場

魚
沖

i
業
いけ
同
校
ほ
か

受
付
け
期
間

叩
片

U

U
川
か
ら

叩
月
幻
日
制
ま
で

詳
し
い
こ
と
に
つ
い
て
は
消
防

署
（
合
お

H
0
0
0
9
）

へ
問
い

合
わ
せ
を
。

毎日芸術賞作昂「北国の冬」他

34点、の作昆を展示。

当日は，

大平氏による作品解説も行われます。

美術館では． 展子］~貯えのため10月 8

Hまで休館させていただきます。？な

A
H
西
岡
郡
一

、
食
中
村
和
彦
、

谷
口
知
江
、
会
岡
田
政
俊
、
公
大

森
禿
一
郎
、

※
小
坂
尚
一文
、
水
口

和
彦
、
柚
木
登
志
美
、
勝
原
成
人

山
崎
地
区
会
※
掘

一
朝
子
、
会
柿

荷
一n一、
A
H
長
凹
弘
明
、
A
M
仙
名
恒

好、

A
H
水
口
忠
則
、
堀
一
容
子
、

河
端
正
紀
代
、
鍋
島
由
香
、
長
津

え
み
子
、
山
崎
麻
衣
子

大
家
庄

地
区
会
右
井
陽
子
、
カ
川
上
英
樹
、

大
沢
井
志
美
子
、
大
十
れ
紙
修
、
会

藤
井
章
吾
、
会
花
井
昭
蔵
、
会
富

岡
迷
信
、
公
布
井
康
紀
、
水
野
真

紀
子
、
立
用
品
ハ
れ
志
美
、
水
野
実
、

渡
辺
剛
、
尾
崎
美
和
子
、
藤
田
久

之
、
小
川
み
は
る
、
百
本
セ
占
有
、

山
阿
久
美
子
、
青
木
千
代
美
、
隊

問
真
由
美
、
小
川
雅
巳
、
総
問
川

（
以
上
侃
名
）

児童手当の支給年齢が変更に

来年 lJ-jから児iii:F当の支給年齢が引き下げら
れ， 2人「｜以降については4政未満となります。

したがって現有文給対象となっているイ・のつら，

l惚手D63年12月31l:l 以前に生まれたザ・は今年12tJま

での支給になります。また． l入国については従

米ど必り.，，成3年 l月以降に生まれた寸二が対象に

なります。所得により制限がありますが・’支給資絡がある人て＼

,h'rしていない人は主＇・めに住民諜で手続きを。（正II鐙i.通帳持参）

10月9日午後 1時

一般の方も多数ご来場ください。

観覧料／大人400円 ・小中高生100円

生活必需昂｛聯
9月分（11~ JI I 0日制1'.f~·~ft) 
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・開会式

※ 

会
梢
副
市
仁
、
会
高
橋
光
男
、

金
津
茶
二
、
会
居
波
正
志
、
会
長

谷
純

f
、
会
岡
山
山
て
八
、
※
竹
内

禿
孝
、
※
沢
田
兵
法
、

※
下
沢
久

直
、
※
本
丘
守
正
、

※
阿
部
剛
、

※
荒
尾
帆
、
※
尾
崎
真
即
日
、
※
出

中
み
か
下
、
日
ハ
沼
雪
子
、
金
津
和

子
、
半
以

一
博
、
萩
原
良
美
、
水

島
由
紀
千
、
怖
似
容
子
、
中
島
ナ

ツ
子
、
中
山
節
子
、
平
坂
洋
子
、

山
一
何
回
裕
子
、
楼
雅
子
、
阿
部
宏
之
、

平
田
久
美
子
、
近
江
和
夫
、
平
坂

兵
佐
美
、
岡
本
千
恵
、
金
津
市
千
、

五
笛
庄
地
区
会
苛
凶
同
士
夫
、
会

水
下
和
彦
、
合
金
還
請
、
公
寺
田

恭

f
、
A
H
稲
州
一
光
、
人
以
沌
本
明

芳
、
会
広
間
和
徳
、
公
永
井
桁
裕
、

※
積
一
四
奔
江
、
※
長
能
徹
夫
、
肝一

行
徳

f
、
小
川
千
明

南
保
地
区

本
箱

ー
朝
日
町
立
中

央
図
書
館
｜

（
宮
幻
｜

0
5
7
4）

新
し
い
本

明（
LI if;一
本 の 般
エベ 書

セス
イ －
スボ
ト l
) I, 

ク
フ
フ

さ
る
の
こ
し
か
け
さ
く
ら
も
も
こ

き
ん
さ
ん
ぎ
ん
さ
ん
の
町
必
ま
で

生

き

ん

し

ゃ

い

綾

野

ま

さ

る

信

長

輩

門

丸

、

二

花
削
き
ゑ
の
「
人
生
が
ん
ば
ん
ね

ば
」

花
聞
き
ゑ

友
よ
、
ま
た
准
お
う

坂
本
能

↑
・
判
上
龍

あ
る
日
突
然
に
北
日
本
新
聞
社

市

原

の

記

司

九

遼

太

郎

ロ
ザ
ン
ナ
の
イ
タ
メ
シ
ふ
あ
み
り

い

ロ

ザ

ン

ナ

食
べ
て
効
く
間
小
メ
ニ

ュ
ー
健
康

と
び
‘

t

法

飛

十れ
な
ぎ
さ

持酋刷剛・岡弘・

（小
説
）

エ
ゴ
ン

・
シ
｜
レ
の
女関
口
ふ
さ
え

三
毛
姉
ホ
ー
ム
ズ
の
傾
向
と
対
策

赤
川
次
郎

長
崎

・
人

魚

伝

説

山

崎

洋

ず

瑠

璃

を

見

た

ひ

と

伊

集

院

静

運
転
士
（
芥
川
賞
受
賞
作
）除原
仰
口
英

鎌
田
敏
夫

．

。a軸

恋
愛
前
夜
本
の
紹
介

「大
学
を
問
う
」

産
経
新
聞
社
会
部

学
ぶ
意
欲
に
欠
け
る
学
生
、
教

え
る
情
熱
に
之
し
い
教
授
。
そ
の

一
H
で
、
老
杓
化
し
た
施
設
に
耐

れ

ず

ゐ

え

ぇ
、
健
か
な
研
究
予
算
に
哨
ぐ
第

，
仙
怖
の
州
究
者
た
ち
υ
H
iゃ
の
大

学
は
こ
こ
ま
で
病
ん
で
い
る
。

有
力
大
字
か
ら
広
が
っ
た
病
，
巣

を
取
材
し
、
そ
の
打
闘
の
道
を
探

る
リ
ポ
ー
ト
。

－
平
成

4
年
刊
｛月
号

＠

！可し Lないのによい線いをJUii寺Lてしそれは得られない．E事力、ぬ穫は生えぬ・ 原｜均のないのJに結集にない水は低きに流る －水！Jf止い ｝jへ流れる。 I~ 然の勢いによってtw1：併が運んでいくことのたとえと
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ゃ偽りはにぎやかがいい
一一 下山新で願念坊主踊り

九
日
ワ
ム
円
、
ド
山
新
の
少
彦
名

社
で
秋
祭
り
が
行
わ
れ
、
珍
し
い

願
念
坊
主
踊
リ
が
ユ

ー
モ
ア
た
っ

ぷ
り
に
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。

同
地
灰
で
は
、

占
く
か
ら
祭
リ

な
ど
め
で
た
い
場
の
露
払
い
と
し

て、

こ
の
踊
り
が
披
一
持
さ
れ
て
い

ま
し
た
が
次
第
に
京
退
。
近
年
に

な
り
よ
‘
7
ゃ
く
、
三
、
四
年
に
一

度
制
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
断
念
幼
主
制
り
に

加
え
、
獅

f
や
大
仰
舛
も
披
泌
さ

れ
る
な
ど
、
久
し
似
り
の
に
吉
や

か
な
絞
り
と
な
り
ま
し
た
。

すお達者で、ますま

A
1
年
度
、
朝
日
町
で
八
卜
八
必

の

「
米
か
」
を
迎
え
ら
れ
た
万
は

一
見
性
十
人
、
－
K
性
二
十
五
人
の
今

一

わ
せ
て
J

一l
・h
人
。

同羽

町
で
は
、
こ
札
を
お
悦
い
し
て

回
目
ド
訪

九
月
一

H

魚
沖
町
長
夫
必
ら
が

を

対
象
者
の
家
庭
一
軒
一
軒
を
回
り
、

ゆ

「
米
寿
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

再

こ
れ
か
ら
も
お
£
気
で
長
生
き
し

お

て
く
だ
さ
い
」
と
、
悦
い
状
や
悼

の

布
団
、
本
人
の
向
像
写
点
な
ど
を

寿

贈
り
ま
し
た
。

A
J

九
月
十
．
企
日
の

「
敬
老
の
日
」

一

現
在
、
満
八
十
八
歳
以
上
の
お
年

－
寄
り
は
町
全
体
で
お
よ
そ
行
．
h
l

人
。

こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ん
、
む
述

者
で
い
て
く
だ
さ
い
ね

田園に「
不
支
成
一

－〆

2
1
4
4
L

｜
三
枚
橋
で
電
照
菊
栽
培
｜

九
月
に
入
り
、
今
年
も
三
枚
慌

の
田
岡
地
借
に

U
没
後
、
ロ
マ
ン

チ

ッ
ク
な

「
．
小
成
城
」
が
安
を
見

せ
始
め
ま
し
た
。

こ
の
城
は
、
ク
リ
ス
マ
ス
や
正

月
哨
に
出
荷
さ
れ
る
屯
照
菊
の
栽

塙
用
ハ
ウ
ス
で
、
全
部
で
お
よ
そ

四
十
練
。

一
晩
に
三
、
四
時
間
余

リ
山
熱
灯
が
と
も
さ
れ
て
い
ま
す

こ
ζ

で
古

ヮ
た
．
中
也
附
…
泊
、
ト

一

け
l
M，
か
ら
｜
－

－
H
下
旬
に

か
け

て
出
向
さ
れ
、
会
凶
作
地
の
家
駐

を
飾
り
ま
す

ぷ
＠電j'~

φか隠
笹川

.f ・.梢尾
橋1l1J町

~：1； ’h町

必i寿町

栄 町

,)J; ) Ii 

幼

桜塚

イヒ 1命
t~ 

小巻

結チ

陥商チ

｜；条 1iJ

策｛京税

史 Jj,<

’K
女

友

女

女

到

2

長

民

民

長

長

長男

長女

長火、

長井伸治

武田克

悔i謬健一

宮崎ザ：

荒尾英志：

戸川j主留

佐渡一之

)L毘電事

山岡敏彦

3人自の誕生
おめでとうございます

一一 「新世紀の翼J20人が韓国を訪問 一一弘氏町

中三浦町

紗~~·；杏

f1.： 紀

長女

長女

藤候手口ar.
新凶均

海の向乙うに驚きと発見

新
世
紀
に
向
け
た
町
づ
く
り
、

人
づ
く
り
を
目
指
す
町
の
海
外
派

遣
交
流
事
業
「
新
世
紀
の
翼
」
。

四

回
目
を
迎
え
た
今
年
も
、
魚
津
町

長
を
団
長
に
中
学
生
八
人、

高
校

生
二
人
、

一
般
五
人
と
教
官
ら
合

わ
せ
て
ニ
ト
人
が
お
隣
の
問
、
院

凶
を
訪
問
し
ま
し
た
。

一
行
は
八
月
二
十
二
日
に
幹
同

入
リ
し
、

ニ
ト
七

H
ま
で
の
．
れ
邑U

間
に
わ
た
っ
て
滞
作
。
竜
銅
山
公

聞
や
仏
凶
寺
、
古
町
公
閥
、
ソ
ウ

ル
市
内
の
小
牧
’
校
な
ど
各
地
を
比

て
同
り
ま
し
た
。

な
か
で
も
板
門
店
で
は
、
南
北

会
議
場
や
非
武
装
地
帯
、
国
連
軍

キ
ャ
ン
プ
も
視
察
。

い
ま
だ
に
緊

張
を
続
け
る
世
界
情
勢
の
一
端
を

肌
で
実
感
す
る
な
ど
、
異
国
の
地

で
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を
学
ん
で
き

ま
し
た
。

~~－ 

中間f

fi,i jド以

前1~44 f以

下街JJWT 

窃む~

＠包偲

以山
V

H

M

ω

『

M
Ar

i
－

－

4
 

枯

知

的

千

~~ぁω

崎

永

谷

本
々

水

飛

折

佐

f
a
s－－、

f
Es－
－L

ミ彦

－
ま
ち
の
う
ご
き
⑪

ト
レ
ン
デ
ィ
な
映
画
館

l
ド
ラ
イ
ブ
・
イ
ン
・
シ
ア
タ
ー
ー

市
内
に
い
な
が
ら
映
州
を
み
ん

な
で
楽
し

L
う
と
八
川
ニ
卜
ん

H

の
夜
、
例
日
町
越
合
古
年
間
が
役

場
駐
取
場
で
ド
ラ
イ
ブ

・
イ
ン

・

シ
ア
タ
ー
を
聞
き
ま
し
た
。

映
像
は
野
外
の
大
ス
ク
リ
ー
ン

で
、
音
声
は
卓
内
の

F
M
ラ
ジ
オ

で
聞
く
と
い
う
こ
の
劇
場
に
は
、

友
人
や
家
紋
ら
と
相
乗
り
し
た
容

中
川
約
五
十
台
が
入
場
。
か
つ
て

の
名
作

「
ヒ
ペ
グ

・
ウ
ェ
ン
ズ
デ

｜
」
を
そ
ろ
っ
て
銑
賞
し
ま
し
た
。

マ
リ
ン
バ
の
音
色
に
う
っ
と
り

｜
｜

笹
川
で
自
然
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト

l

ん
の

マ
リ
ン

バ
コ

ン
サ
ー
ト
が
九

月
五
日
夜
、
笹
川
小
学
校
で
開
か

れ
ま
し
た
。

「
内
然
ふ
れ
あ
い
コ
ン

と
組
し
た
こ
の

朝
日
町
出
身
の
栃
谷
多
資
子
き

ん
（
写
真
左
）
と
能
登
弓
美
子
さ

.t-~I 

笹川

『I• 町

東草壁j

平柳二区

.Ji; JI I 
経谷

辻~.；－崎

lH>《≪＠
絵（91)

明（71)

茂（41)

古（63)

請を（85)

ぎ（89)

て’（84)

ー（85)

繁

文

順

覚

つ

ひ

作

島

井

海

崎

間

島

崎

野

水

長

板

寺

越

岡

長

水

サ
ー
ト
」

出
炎
会
は
、
あ
い
に
く
の

州
で
品
立
で
の
刷
出
と
な

り
ま
し
た
が
、
そ
れ
で
も

熱
心
な
背
楽
フ
ァ
ン
や
縦

f
辿
れ
な
ど
お
よ
そ
ん
ハ
．
白

人
が
集
ま
り
、
会
場
は
立

す
い
の
余
地
も
な
い
ほ
ど

約
二
時
間
に
わ
た
り
、

デ
ィ
ズ
ニ

ー
メ
ロ
デ
ィ
ー

や
ポ
ピ
ュ
ラ
ー、

L
r」

輩
J

制
な

マ
リ
ン
バ
が
奏
で
る

美
し
い
音
色
に
聴
き
入
勺

て
い
ま
し
た
。

届け出はお早めに

出生届 14日以内

7日以内

※このコーナーに名1iljを械せ

てほしくないねは．役場{i:

民課長・け付けにおJllし付け
ください。

死亡届

－
平
成

4
年
刊
月
号
＠

の・・＂ n 
名人（;t人に問う…一名人Lt必ごるよとな〈．不明なことは議成に人に問うむのである。

結i:tiiし・・ ・物療はなんでも．尖地に試してみなければその成否やよしあしはわカらない．ためらわずに．ともかく一度やってみればよいとい
フこと．
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具民しョドな竹叢
ω
樹
燃
は島
中
鹿
仰向
崎
白
日宮

19一一

;>r.：宮町凶み品
胃 l~:ll ・ －

jk_有骨子ー
‘も~.;_t

資料提供 ＇.~ .，民具ボラ＇.：~〆テダア
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屑
ひ
も
を
付
け
て
背
に
負
う

「
わ
た
こ
」
は
、

冬
の
謀
、
さ
か
ら
肩
や
背
中
を
守
る
た
め
に
欠
か

す
こ
と
の
で
き
な
い
防
築
、具
で
し
た
e

こ
の
辺
り
で
は
「
わ
た
こ
」
作
り
は
冬
の
閉
め

仕
事
と
し
て
主
に
女
性
が
携
わ
っ
て
い
ま
し
た

が
、
昔
は

「
わ
た
こ
」
を
専
門
に
作
る
人
が
町

（わたこ）且
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や
村
に
二
、
三
人
は
い
た
も
の
で
す
。

「
わ
た
こ
」
に
は
、
肩
一
に
の
せ
る
三
日
月
却

や
背
中
に
あ
て
る

U
字
型
の
も
の
が
あ
り
、
材

料
は
芯
に
古
綿
を
、
表
面
に
は
店
で
買
い
求
め

た
真
綿
を
使
い
ま
し
た
。

む

i
E

色
は
萌
黄
色
、、

金
茶
色
、

背
色
な
ど
注
文

に
応
じ
て
染
め
ら
れ
ま
し
た
q

染
め
る
手
順
は
、

夏
の
間
に
山
か
ら
刈
り
取

っ
て
き
た
カ
リ
ヤ
ス

（
茅
の
一

一概
）
を
十
寸
ほ
ど
に
刻
み
、
四
十
分

位
度
、
釧
で
お
…
山山
し
、
そ
の
中
に
水
で
ぬ
ら
し

た
真
綿
を

二
、
三
時
間
つ
け
込
ん
で
下
染
め
を

し
ま
す
。

く
す
ん
だ
色
に
仕
上
げ
る
と
き
は
、

ま
ず
ミ
ヨ
ウ
パ
ン
に
漬
け
た
あ
と
注
文
の
色
の

染
料
に
つ
け
込
み
ま
し
た
が
、
石
い
女
性
向
き

の
色
鮮
や
か
な
も
の
は
、
そ
の
ま
ま
染
め
る
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
。

染
色
し
た
真
約
は
、

炭
火
の
入
っ
た
ア
ン
カ

の
上
で
少
し
ず
つ
広
げ
な
が
ら
乾
燥
さ
せ
、
木

枠
に
移
し
て
形
を
整
え
ま
す
。
最
後
に
は
け
で

の。糊
を
控
り
、
木
枠
か
ら
は
ず
し
て
軒
下
で
干
し

た
あ
と
、
両
端
に
幅
広
の
ひ
も
を
取
り
付
け
て

仕
上
げ
ま
し
た
。

もくダC).先人の

－
平
成

4
年
刊
月
号

＠

V
先
日
、
桜
町
に
お
住
ま
い
の
女

性
の
万
か
ら
、
地
区
の
敬
老
会
で

の
楽
し
い
様
子
を
蹴

っ
た
写
真
と
、

お
年
寄
り
の
皆
さ
ん
に
喜
ん
で
も

ら
っ
た
感
激
を
つ
づ
っ
た
お
便
り

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

V
毎
年
こ
の
時
期
に
な
る
と
、
各

地
区
で
敬
主
会
が
開
か
れ
ま
す
が
、

9
月
日
円
が

『敬
老
の
日
』
と
し

て
国
民
の
祝
日

に
な
っ
た
の
は
昭

和
叫
年
の
こ
と
。
当
時
、

6
Y
代

だ
っ
た
臼
歳
以
上
の
高
齢
者
の
割

合
は
、
総
務
庁
の
発
表
に
よ
れ
ば

今
年
の
敬
老
の
日
現
在
、
日
訂
と

約

2
倍
に
な
っ
て

い
ま
す
。
さ
ら

に
推
計
で
は
今
後
も
高
齢
者
人
口

の
割
合
は
上
昇
し
、
平
成
お
年
に

は
、
国
民
の

4
人
に

l
人
が
侃
歳

以
ヒ
と
な
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

V
し
か
し
、
朝

u町
だ
け
に
限
っ

て
み
れ
ば
、
高
齢
者
の
割
合
は
現

在
す
で
に
約
初
計
。

施
設
や
制
度

の
充
実
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
こ

れ
か
ら
は
高
齢
者
の
方
々
と
の
心

の
通
う
ふ
れ
あ
い
の
場
が
、
よ
り

一
一
層
求
め
ら
れ
て
く
る
よ
う
な
気

が
し
ま
す
。

為、＼ ち~園田ー
此必ぬ込山J剛山
スダジイやアカガシ，イイ

ギリなど｜境協帯の巨樹がうっ

そうと茂る「宮崎鹿島干討議」

は，鹿島神社の将殿から奥の

院にかけて広がる尺然、林てす。

地元では昔から 「崩神~J
として大切に守られてきたこ

の樹叢は， 日本海側における

暖温帯件．植物の北上分布の境

界を占める地として学術的価

値も高〈 ，国の天然記念物に

も指定きれています。

また，この辺りは多くの渡

｝）烏が羽を休める場であり，

小動物のま席。遊歩道も整備

され，散策や｜礼然観第には栴

好の場となっています。

神棚智 'fl'!

カッコ内fj前月比世帯数 5.202(+ 2) 女 9,508( + 2）計 17.904 （ー10)男 8.396(-12)〔9月の人ロ〕


